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田 植 え 実 習

これも田植機のない時代。横一列になって
印をされた張りづなに合わせて、３～４本
の苗を手植え作業で植えました。今では見
られない風景ですが、相当な重労働でした。
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トマト栽培実習

トマト栽培実習の１コマです。

昭和３０年代には水稲以外にも野菜等の
栽培実習も盛んに行われるようになりまし
た。まだ、雨よけ栽培が開発されていない
露地栽培での実習風景です。
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イチゴ交配実習

イチゴの実習も行われるようになりまし
た。これは新品種育成を目指して交配を
行っているところです。
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タマネギ機械移植

タマネギ収穫風景

昭和３０年代に入って、県ではタマネギの
増産、特産化が進められました。当場では、
品種「岐阜黄」の育成や栽培技術確立に成
果を上げ、水田裏作で２０００ｈａまで拡
大され、その種子の育種にも力を入れてき
ました。
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体力増強（ソフトボール）

体力づくりか、リクレーションか？

忙しい仕事の合間をぬって、昼休みや仕
事終了後にこのような風景がよく見られま
した。
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温室群（昭和４０~５０年代）

昭和４０年代以降になると試験場の施設も
充実されました。この温室も木造ではあり
ますが当時としては進んだものでした。

今ではアルミ温室に建て替えられていま
す。
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温室群（昭和４０~５０年代）

前のスライドの温室群を高所から写した
ものです。

この頃になると試験場周辺に民家が建設
されるようになってきました。
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整備された温室群（昭和６０年代）

前のスライドから時代が下がりまして温
室も増加していますが、周辺の家屋も増加
しています。
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記念写真（白木場長退職記念写真、昭和４３年）

昭和４３年、戦後建てられた本館の最後の
写真です。

白木実場長が退職される時の記念写真で
す。本日ご参加の皆様のお顔も見えていま
す。
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解体中の本館（昭和４３年）

昭和２３年に建設された本館もその役目
を終わり建て替えられることになり解体作
業が始まったところです。


